
 

   高洲訪問クリニック通信 

       ❛ コ ン ソ レ ❜ 
【Consolation】人生に敗者はいません。その瞬間をそれぞれ精一杯に生きています。私たちはその精一杯を応援します。 

 
 

褥瘡の管理や治療についてお悩みではありませんか？ 

  皮膚科や形成外科などへの定期受診は、高齢者にとっては負担だと思います。訪問してくれる皮膚 

科は、医療機関数が少なく、適宜な処置が難しいと感じています。それ故、訪問看護に頼ることにな 

りますが、看護師にも限界があります。 

そこで、当院の特定行為看護師の利用はいかがでしょうか？ 

創傷管理関連の特定行為研修を履修した看護師が、主治医と相談の上、訪問看護の看護師と同行して、 

専門的な処置を行います。頻回な病院への受診が減り、患者やその家族にとって、負担が減ることと 

思います。まずは、当院までご相談ください。 

 

 

透析治療は一生涯続くものです。１週間に 3 回、4 時間の方だとすると、1 週間 168 時間のうち、 

12 時間。通院時間も合わせると、生活の 1 割は透析治療に要することになります。たかが 1 割？、 

されど 1 割です。しかも、毎回痛い思いをしたり、ジッとしていなければならなかったり…。 

私たちは、その思いを理解したいのです。治療する側とされる側。上下関係ではありません。そこに 

「コンフォート」の思いがあります。小さなクリニックだからできること、その思いを持って、日々を 

一緒に過ごしています。（MSW 船田） 

************************* TOPIX ************************* 

○ 診療報酬が改定されます 

・2 年に一度の改定が 6 月に行われます。全体では 3％のプラス改定と言われます

が、病院の収入が上がるということは、患者の負担が増えるということです…。ア

ンビバレンツなところです。透析に関するものはマイナス改定…。 

 

 

 

 ＜一人ずつ、当院のスタッフを紹介します。恥ずかしがり屋はペンネームです。ご了承ください＞ 

  *** ニャンコ先生の下僕（しもべ） ***（看護助手主任/介護福祉士） 

 前職は花屋でした。働きながら介護の資格を取りました。我ながら良い職業を選んだなぁと思っ 

ています。同居ネコは、16 歳位のおじいちゃんネコ。年を経て、ますますかわいくなってきまし 

た。ハンペンが大好き。酒のツマミを少しだけおすそ分けして、ネコをなでながら晩酌しています。 

気分転換は、ゆかいな仲間とたわいもない話でケラケラ笑いながら呑むことです（これ最高！）。 
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透析通院患者、訪問看護利

用者など、絶賛受付中 

【 褥瘡管理について 】 


